

































































　2016年に静岡産業大学に来て以降に発表した国際誌論文を以下に掲載します。Journal of Memory and language（JML）は，5-year Impact
Factor (その雑誌の影響力)が5.763もあり，この領域で世界最高峰といえます。日本心理学会の出している心理学研究は，国内最高の心理
学雑誌ですが，Impact Factor は0.35です。JMLを1編出すと，心理学研究16.5編分の影響力があるといえます。日本人研究者で，JMLに乗せ
た研究者が京大に1名いたことを知っていますが，あとは知りません。Quarterly Journal of Experimental Psychologyの5-year Impact Factor
は，2.56とのことです。
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